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6月に入り、新緑は深緑に変わってきました。ここの所天候も不安定なことが多く関東地方も梅雨入りとの報道があ

りました。その様な中、津久井やまゆり事件から10年が経過しようとしています。一般の方にとっては忘れられる存在
の事件かもしれませんが、福祉関係者特に障害に関わる私にとって大きな衝撃を受けた事件でした。

2016年7月26日未明に、元津久井やまゆり園職員の植松聖被告が津久井やまゆり園の居室に押し入り、利用者19
名の生命を奪い、職員を含む26名に重軽傷を負わせました。そこで一番ショッキングだったのは「重度障害者は不幸し
か作れない」「意思疎通のできない人は社会の迷惑」「殺した方が社会の役に立つ」と言った歪んだ理由を発言していた
ことでした。この日はとても暑い日でした。早朝からテレビ報道がされる中、私は神奈川県障害者地域作業所連絡協議
会の会長として神奈川県議会の公明党のヒアリングに臨んでいました。冒頭の挨拶の中で、「非常に恐ろしい事件が県
立施設で起こっているようですが、誰もが大切にされる社会であってほしい。人に優劣をつける社会であってほしくな
い」と話した記憶があります。あの日から10年が経過し、再び神奈川県をはじめ、障害者団体もこの事件を風化させな
いために様々な企画を立て実践しています。

私が所属するきょうされんでも-やまゆり事件から10年～検証と再生に私たちはどうかかわってきたか～で機関紙
「TOMO」7月号で特集が組まれます。私もきょうされん神奈川支部の役員として、事件の背景要因の徹底究明と、真
に利用者本位の支援の在り方を求めて神奈川県に要望書を、県議会に陳情書を提出して運動を展開をしてきた中で印
象に残っていることや今課題と感じていることを書く機会を与えられました。

改めて事件の背景を振り返ってみると、裁判が始まった2020年1月以降、私たち関係者は何故植松被告はこのよう
な歪んだ考え方(明らかに優性思想だと思われる考え方)に至ったのか？を明らかにされることを期待したが、責任能
力のみが議論され、この歪んだ考え方に何故至ったかの議論はされずにいました。判決文の中で「犯行動機の中核であ
る被告人の重度障害者に関する考えは、被告人自身の本施設での勤務経験を基礎としている」と明言し、その「証拠上
の前提条件」として津久井やまゆり園における入居者への虐待行為をあげていました。

そうであるならば、津久井やまゆり園を神奈川県から受託していた「かながわ共同会」の管理体制を明確にする必要
がありますし、そこに委託していた神奈川県の責任もあるはずです。 支援の在り方をきちんと検証し二度と起こさな
いような体制を作っていくことが求められるはずですが、2020年1月から検証委員会が立ち上がり内容を検討してい
た中では、障害者虐待防止法で定められていた要件を満たさずに職員が「見守り困難」という理由で身体拘束や24時
間の居室施錠等、虐待の疑いが濃い事案が明らかになりました。 しかし時はコロナの真っただ中、職員からの聞き取
りも出来ない中で、突然5月県議会で検証打ち切りの話がでたことで、きょうされん神奈川支部としては県に対しては
要望書を、県議会に対しては陳情書を提出しました。

要望・陳情の共通の内容として、「津久井やまゆり園殺傷事件裁判」の判決で証拠事実とされ、検証委員会の中間報告
でも指摘された虐待要因を徹底的に解明し、真に利用者本位の在り方を提言してください」としました。要望を出した
後すぐに黒岩知事から直接要望書を受け取ることと懇談をするという連絡をいただき、県庁に当事者の方を含め6名
で提出に行きました。多くの報道関係者の中で、堂々と要望書を手渡した仲間の方の力強さに感動しました。知事は趣
旨を受け止めてくれ、5月の県議会で行政答弁で検証は中止するとの誤解を招いたことを陳謝すると共に、新たに設置
する「支援検証委員会」に、利用者目線に立った視点から引き継いでいき、あくまでも自分に置き換えたらという視点
で考えていくという言葉を引き出すことが出来たことが、成果であったと思います。

10年が経過して、障害者の人権が本当の意味で守られているか？と問われると「否」と思うことがまだまだあります。
誰もが尊重される社会が一日も早く訪れることを心から願っています。 (海原・記）

津久井やまゆり事件から10年が経過して



なかま美術作品をモチーフにデザインされた商品ができました！
あまねオリジナル商品をぜひご購入ください。

販売場所：ともしびショップマリン（横須賀市役所内）・ワークハウスあまね

あなたの『笑顔の力』を試してみませんか

知的に障害のある方々が生活を楽しむためにサポートをする
お仕事です。
移動や外出の同行、身体介護（入浴・更衣・トイレ介助）や
生活援助（調理・洗濯・掃除）を行います。

【給与】時給 1300円
＊8時迄と18時以降+325円 身体介護＋200円

【時間】8:00～19:00 ＊都合の良い時間に1時間～ＯＫ
【資格】介護職員初任者研修（ヘルパー2級）
【待遇】交通費規程支給・処遇改善手当あり

賛助会にご協力をお願いします。

きょうされんふきん 
750円(3枚一組)

【お詫び】
静岡県牧の原産やぶ北茶は原料の確保ができず入荷の
目途が立っておりません
そのため販売中止とさせていただきます
販売再開の折にはホームページ等でご案内いたします

ご注文はあまね共同作業所まで
☏046(835）0723

資源回収ご協力

ありがとうございます

4月実施分は11053㎏
奨励金は44,200円でした

次回日程は確認してください

ふきんとお茶販売のお知らせ

誰もがかけがえのない尊厳をもつ存在。
様々な考え方がある仲間のおもいを大切に。

私たちは地域社会のなかで、障害のある仲間たちが豊かに
安心して暮らせるように、障害があっても、住み慣れた、
生まれ育った街で安心して暮らしていけるように、仕組み
を考え支え合いながら、進んでまいります。
多くの皆様に法人の取り組みへのご理解をいただき、賛
助会員として法人を支えるサポーターになっていただくこ
とを願っています。賛助会費は税額控除の対象になります。

少しですが製品もプレゼント

ヘルパー募集

生活介護事業所では5・6月とバスハイクを実施します。
一泊旅行が出来なくなった中で、毎年バスハイクを行い、仲間の方と楽しい一日を過ごしたいと考えています。

6月 12日 （金） 資源回収 （池田・岩戸）

6月 13日 （土） 資源回収 （舟倉・久比里・若宮台）

• 6月 予定

A4クリアファイル（4種 各350円全種セット1,200円）
A4トートバック（【黒・白】各2,200円）
サコッシュ（【ﾈｲﾋﾞ‐】1,500円）

左から：クリアファイル
：ト－トバック
：サコッシュ
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